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まえがき

株式会社三革コンサルタンツは､社団法人海外農業開発コンサルタンツ協会の補助により

平成9年9月7日から9月21日にわたって､ヴイエトナム社会主義共和国において､平成7年

9月7日から平成9年9月21日にかけて､農業開発,優良種子生産及び農産物収穫後処理の案

件についてプロジェクトファイデイング及びそのフォローアップの調査をおこなった○

ヴイエトナム国においては､農林業が労働人口及びGDPに占める剖合がそれぞれ78･0%

25.9%であり農林業が重要な産業である｡一方､1993年において貧困層の割合は､全人口の51%

と推計されている(World Bank, Vietnam PovertyAssessment and Stiategy) ｡全人口の約

80%が居住している農村地域にいて貧困層の割合はさらに高く57%であることから農村の貧

困解消は重要課題である｡

また,同国が取り組んでいるエ業化政策の達成は中長期になされるものであるが,現在同国

の輸出に占める農林業産物のシェア-は33%でもっとも大きく､輸出の拡大は農業発展を欠く

ことができない｡さらに､工業化の達成は農村の社会経済の安定なくして達成することができ

ない｡

このことから､ヴイエトナムにおいて農村社会経済の安定イヒを図ることを最優先している中

部重点地域における農業農村開発とこれに関連して全国を対象とした優良種子生産及び農産物

収穫後処理の案件について本調査を行った｡本報告書は上記調査の結果をとりまとめたもので

ある｡

本プロジェクトファインデイング詞李報告書がヴイエけム国における農業農村開発を実

現するための一助となることを望むとともに､現地調査にあたり御協力いただいた関係者各位

に謝意を表する次夢である｡

平成9年10月

株式会社 三蔵コンサルタンツ

取締役社長 久野 格彦
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第1章 調査概要

ヴィエトナムは｢ドイモイ｣政策に基づく社会･経済開発を押し進めており､ 2000年までに一人

当たりの国民所得を現在の200ドルから500ドルにあげることを目標にしている｡しかし急速な工業

開発を中心とする経済開発が農村と都市､またホーチミン市を中心とする南部経済圏とハノイを中心

とする北部経済圏の間の格差を拡大し続けている｡そのため都市と農村及び南部と北部の格差是正が

重要な政策課題として持ち上がっている｡ ＼都市と農村の格差については農村の貧困解消をまた貧困状

況が厳しく経済が低迷している中部沿岸地域を含めた地域においては急速にかつ広範困に経済成長を

もたらすことを重要課題としている｡

このなかで中部地域はその地理的な立地特性を生かして､大メコン圏の内陸国と接続する経済ネ

ットワーク(インドシナ東西貿易回廊)を構築して､大メコン圏の中継加工貿易基地として発展を図

る計画を押し進めようとしている｡またこの中部地域最も貧困な地域の一つであり､戦争の被災を最

も大きく受けたため未だに復興の途上にある｡この中部地域の加工貿易基地及び新産業都市の開発は

長期計画で実現されるものであり､当面最も必要とするのは貧困な農村地域の真因解消が必要である.

この背景にあって本プロジェクトファインディングは､中部地域の早急な箕困解消について有効な農

村開発のモデルを確立することを目的とした｢中部重点地域農業生産環境整備計画｣に対して行った｡

この案件は無償資金協力を得て地域の優先パイロット事業を実施し､残余のプロジェクトを有償の資

金協力を得て実施するための開発調査を行うものとした｡

上記の｢中部重点地域農業生産環境整備計画｣のプロジェクトファインディングに併せて､以下

の下記の優良種子生産及び収穫後処理について以下に示す3案件についてプロジュクトファインディ

ングとフォローアップを行った｡

優良種子生産計画 フォローアップ 無償資金協力

収穫後処理技術開発･訓練センター拡充計画 フォローアップ 無償資金協力

メコンデ)レタ米流通加工改善プロジェクト ファインディング 有償
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鞄章 側面

1.事幕こ背景

ゲィエトナJ酌ま､脚堆刑蹄陸勤喝出している｡ホーチミン市

を中♭とする南轍圏とハノイを中Ctとする利点離散し線ウており､また､タナン

を中Ctとした職;癖甑月臓ごついて川ナ汽顧圏と磯部決してい

る｡このように滋大している地雪鰐指差を是正する桝召よ働こおし働長を図

る必勤苛)り､その欄マスターフラ欄を目的として､開脚こ

よって｢ゲィエトナJ卿旺｣が夷施され､朝押掛 ターフ○

ランが慨されている｡こ欄叡-Bナる御地城よ1ヒ緯17塵璃碓遷するクワンチイ省､

チェアンティエンフエ宥､クワンサムーダナン省(近屯播こ分離)
､クワン啓イ管ごあり､本フ℃

i71クトファインディング諏辞艮荒野)｢棚画｣は同u瞭調

絢城としている｡

艶棚召潮汐憾=乏しく､約棚朽%に相当する1

別働頚芳している｡上述臓ターフランでほ､二Ⅰ讃開発としてズンクワット

工瓢チェンマイ薪重油観光開発として陶偽り脚柿ダナン

と古郡フエ胡邑宗｢フェーダナン雛廊｣開発等,インフラ整備としてラオスと適給する匡匝9号

鞄牌昔I画されている｡これらの計画朗l駒潮路れた吸気ml脚-Jよ断ビス

セクタ噸学徽ノ止】を吸収し農業セクタ側盟:%にま耶ると推測障れている｡

但し､人口の自照勧脚こ､現由町欄劫1柵こおいても働l

方瓦如こなると掘則されている｡

このよう8コ:業酬-ビスセクターがI駒:滅長したとしても人口の脚数腔嚇控できる程

度ごあり､農削出噸抄する8珊将来ともL瀞クタ｣辞紅塵粟粒惑わ

らない｡丘陀'､ うえでこま㈱

都市部と農干潮働こも農業セクタイ開発ま将来とも必要不可欠である｡ 【搾取

スターフランでよ農業セクタ傭I画として､ ㈹こ対してさi*lJサム働こよる水

葡剛寮監月艶//止虎姫罫こ対してはコーヒー､ゴム､シナモン等7〕産抑普

及配確巨師酌吏フ℃グラムが梶寿きれており､｢脚グラム｣について

7L,F/Sが実施されている｡しかし､諏酔鵬ヒクタ-招ま¶封よう㈲り､

それらの馴:認握して､必要臓案･計画するとともも召顎聯疫事業頓宙一画を作戎

し､予牌こ応じて鰍執職瑚鰍ことが望出1ている｡

農業セクタ噸

1)零師ヒ齢少数馴替佃島監貴国

2)農業インフラ静握れ
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3)撒こおこる甚大な自葬掛算

4)農業汐榔足

5)市喝アクセスの不足

2.諏棚要

(1)位置兜ゾ自然条件

. 1)位置

調粥粕嫉ま､那韓17新和認遷するクワンチイ省､チェアンティエンフエ省､クワンナムー

ダナン省､クワンガイ管ごあり､南氾狂l皿､兼醗ト1棚潮をしており､僻まラ

オ列国との謝ごあり､兼脚莞和讃帥敏こ画し飾る｡ゲィエトナ朋区分( 7

区分)Telよクワンチイ宅配梓･エアンティエンフエ省;拝朝侍笥憤確固こ属し､残りの都;昨部

㈱こ尾している｡

2)猟人口

l抑こおける詞鰍農猟人口琴ま~両統浸りである｡

項目

クワンチイ チェアンテイクワンナム クワンガイ

計管 エンフエ省 一夕ナン省 管

1.全面障(平方キロ) 4,583 5,∝B ll,9防 5,lea 狐751

2.脚(千ba) 弧9 49.1 113.2 鼠3 那.5

3.劇師有(ha/戸) α8 0.4 α4 α4 α5

4.森陣(千旭) 101.1 171.6 4g∋.9 153.8 91α4

5.人口(千人) 5五 9あ 1,g53 1,179 4,a

3)気観琳文

諏棚溺モンスーン鯛;属し､年甲輔弼通レこ鰍財旺抄

勧1｡雨季と韓弥珊こ区分され､徹力言8月- 1月傾こ降る｡陶頑宙滞部

ではl,峨 るが､働こ行く8ごオtて増加し､ LL虚好日お,00:卜3,m血讃要する｡明

からl明にが珊こl-3蜘鮒｡

流戦時張謝こよると河r愉率劫J-J7伐と高く､上腿劫川1 it/see/sq.k肝=1.9-乙2
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帆.血である｡

位)社乱掛況

調鍬聴務ま野軸飴や争J噴い｡鮒新潮城鄭巨人口に占める割合

は､ 1脚であり､チェアンティエンフエ敬びクワンナムータナン省の桶鄭を除･1T､調査

対射臓掛盛業とする紺洛る｡膨墳料(fbverty AssessEEnt and Stmt

esy, 1gZ; )によ如拙把りmDPは1粥喝涜て約1mと播≡され､飾1Ⅷ鉢よりか
なり偽1｡また同劉ヨ頚ナるこ瑚新潮蛾ヨ朝ナる瓢創部よ中牌脚､中

=蒋撒と栃宣され 伽%よりそ働ミ高く金物る

(表2-1参照)｡

｢人当たり脚;判断21触であり､欄をかな

り下回る｡このように佃闇慨軒他線こ対して､塵対群虹財払讃換させる開発政

和言と胡1ている｡しかし､き抑鞄噴桂酬上と鯛如明快ってはCd)rrこの目

観可能となる納得られると考えられる｡このことから桐棚社

頚蜜新婦止を垂朝霞としている｡

(3)農業･尉棚沢

榔)う切地とLL僻脚鮒l絶34%であり､獅巨

腰桶紅ヒ切払哉り55%を占める｡この轍鮒士脊貞食を激しく労うた丘陵蝶和琴く

齢こいる｡周取出沸こある大棚讃蛮伊るものごあり､弔醐㈱)

働亡働勧ており､低地当折原因となっている｡丘鰍出奔愛車噛瀞で

森恥勝れたたねめ政†としたこともと考えられる｡このよう御ゴ払1しては､

周軒蜘琵邑健脚また出奔鰯働吐輿=rn lTCは､

樹弼吐紫郎蜘挿何軒臓る｡ま㈱こより､掛澗め

鰍たことに讃陸して農柳ご九てき枇項肋斗可覇臓要としてい

ると考え以1る｡

上書評)ようl∋覇融酔夢くを曲ナこいる脚:り棚簡ま､ 0.47由であり軌72

rnより著しく少ない｡をおクワンチイ管耽臥馳で大きいが､こ紬抑管していまだ

C頚弼不階ヒ地哲まわているためと考えられる｡榔地相であり､棚

減さ打n lる｡クワンチイ棚お花しカ離れておら･県南鰍妨句省でもっとも/J噴

い｡

樹ま1WV.Te+Aる｡欄鞄1都まど㈲牌S''J､

さい｡榔軌､ら欄酢樹派偲キャッサリtシナモン､さとうきび､

蕗r挺頚びとうもろこしである｡なおま欄蜘功ミゴム､茶､桑死方コーヒ･佃牡同丘
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表 2-1社会経済状況(1994)

項目 単位 QuangTri ThuaThien

Hu○

QuangNam

Danang

QuangNgai T○tal

1.総面積 Sq.km 4,588 5.009 ll,985 5177 2¢759
2.人口 '000 535 g95 1953

A

1179

J)

4662

3.人口密度 ha ー17 ー99

B

183

E]

228

ZL

ー74
4.農業人口 ha 331 458 1.192 g38 2917

5.農業人口割合 ha 62 46 61 80

ZE

83

8.一人当たりGDP(柑93) USS 89 96 ー31 87 101
7.貧困層人口割合(農村地域) % 74 54

8.一人こL河 kg 214 160 229 237 210
9.一人当たり籾生産量 ha 177 133 229 ー98 184

⊂R

備考: 1
･一人当たりGDPは世銀の"poverty

Assessment and Strategy"における1993年のGDPより推定｡
2･農村地域の貧困総人口割合は上記世銀レポートの地域別数字(農業専業農家)｡

出典: 1. Statistical Yearbook, 1998
21 Statistical Data Of Agriculture, Forestry and Fishery, 1985-1995



表 2-2 農地利用状況(1994)

項目 単位 QuangTri ThuaThien

Hue

QuangNam

Danang

QuangNgai T○tal

1.総面柵 ha 458,850 500,920 I.198,537 516831 2675138

2.耕地 ha 57.893 46,106 11ー.800
A

86742

nu▲コ■

302541

-水田 ha 29,752 3ー.005 56,818

I

40948

I

158321

-その他一年性作物作付地
ha 18,367 ll.075 38,777

I

3882ー

広

107040

-多年生作物作付地等
ha 9,774 4,026 16,407

I

6973

■

37180

2.山林原野 ha 101,0¢7 171.646 483,883

I

153787

I)

910383

3.住居地及びその他 htl 299.890 283.1¢8 802,854

Z)

27¢302

A

1462214

4.農家数 戸 68.500 106,000 270,¢00

広

199200

EW

644300

5.戸当たり耕地 ha 0.85 0.43 0.41

I

0.44

I

047

6.濯激面積 ha ll,057 14.997 29,509 21474 77037

7.総作物作付け面積 ha 69,100 73,900 195,300

I

145900

EL

484200

8.作物作付率 % 119.4 1¢0.3 174.7

I

168.2

一

180tO

備考= Quang Triの戸当たり農地は他の省と比較して大きいが､戦争被災で耕作不能な耕地を多く含んでいると考えられる｡

出典= statistical Data of Agriculture. Forestry and Fisheryt 1 985-1 995



表 2-3作物別作付け面積(1994)

項目 単位 QuangTri ThuaThien

Hu㊦

QuangNam

Danang

QuangNgai T○tal

1.水和 ha 42.4 49.2 120.0 90.9 3025

-春作
ha 20.4 26.8 47.9 349 1300

一冬作
ha 6.9 1.1 52.1 34.6 947

=-I ha 15.I 21.3 20.0 2ー4 778

2.とうもろこし h8 1.8 0.8 5.6 42 124
=:I- ha 5.9 8.2 18.7 8.7 415

4.キャッサバ ha 4.0 5.8 17.1 1ー4 383

5,野菜類 ha 1.5 2.5 5.2 4ー 133

8.豆類 ha 1.2 1.5 3.3 16 7¢

7.落花生 ha 2.8 2.4 9.6 35 183

8.さとうきび ha 0.1 0.3 3.8 g2 134

9.たばこ ha 0.4 0.4 0.8 01 17
ー0.コーヒー ha 0.8 08
ー1.ゴム h& 4.3 43

ー2.慕 ha 0.2 1.0 ー2

13.果樹 ha 1.4 0.7 2.7 16 84
14.シナモン ha 0.0 12.0 16.0 8.0 36.0

出典: Statistical Data of Agriculture. Forestry and Fishery, 198511995



表 2-4水稲作付面積､単収及び生産量(1994)

項目 単位 QuangTri ThuaThien

Hu卓

QuangNam

Danang

Qu8ngNgai Total

1.水稲
(1)作付面積 ha 42.4 49.2 120.0 90.9 302.5

-春作
ha 20.4 28.8 47.9 34.9 130.0

一冬作
ha 6.9 1.1 52.1 34.6 94.7

一夏秋作
ha 15.ー 21.3 20.0 21.4 77.8

(2)阜収

-春作 ○n/h 2.5 2.7 2,8 1.9 2.5

一冬作 ○n/h 0.7 0.9 2.8 2.4 1.7

一夏秋作 on/h 2,4 2.6 4.0 3.6 3.2

(3)生産1

-春作
ton 51 72 ー34 86 324

一冬作
ton 5 1 146 83 235

一夏秋作
ton 36 55 80 77 249

2.とうもろこし 1.8 0.8 5.6 4.2 12.4

(1)作付面積 ha 1.8 0.8 5.ら 4.2 12.4

(2)阜収 ○n/h 0.8 1.2 1.8 1.7 ー.4

(3)生産王 ton ー □ 10 7 19.6

備考:単収は1993-1995年の平均

出典: Statistical Data of Agriculture, Forestn/ and Fishery, 1985-1995



附すの胴妙)作帥ナがある｡水稲まもっとも大き鮒席頼をしめ､肩掛執ヰまと単

L陶盲封筒琴い｡しかtj緋をはじめ櫛単擁蝿秤均と比較してカ奇り愉､｡戸部:り耕

地頭新刊ぜい職詔乱丁こは､作付率と単掛る蜘謝ることがまず

必要とされる｡周艶L同抑まシナモン､ゴム､コーヒ十鼠桑Z乾周棚板

期御坊ギとなる｡しかし基榊召ま､こ欄こある周取捌吐壊

8誘ける稔餅側芽項弼なくしこ､こ聯偽り

えか1であろう｡このような棚漸作柿ナされ､充醐臓凍件

等も尉こ欄確定され昭和苛)る(表ト2-2-4参照) ｡

3.計醐要

(I)師管極細目的

詞鮒抑通りである｡

1)ゲイエトナ月評壕力瀞ンフラ､社会インフラとも8衝潜れた最も貧しし噸で

ある｡

2)台軌こよ槻冬季乃ラオス飽こよる撮乾季乃フェーン職こよる敵海

他出こよる壊乱沿轍謡夷ナる飛掛こよる横財鼠脚慨洛る｡

3)丘陵噸執コ朝ナる榔LL脚謝儀れた酬睦並び

も弼する馳こ留意しな古刺まなら叡齢る｡

4)貧しし棚カゴでも山脚こ陸働が最も貧しし嚇余

儀なくされており,彼ら8傾を与え､焼き畑こよる農業システムから走削換

し崩封ヒを促進する必勤偽る｡

_嬉酔)ような槻恥､ら､農業セクタ儲目時丑軒)ようL諮ろう｡

1)農剛バーシック･ヒューマンニ十和流足

2)自柳城

3)植将こよる廟弓蹄如寄与

4) Ll脚頚傭人々唖I炉)促進

位)開発相軒滴想

師箸情わ目印1ら開拓をたて､師管I南朝ると次乃通りである｡
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農菓セクタ傭郵こ限っても､上轟示し御劫ヰこ享弼轍配臥

廟排佃格肋棚廷講じることカ牒あり､また､農業鰍凍

施.腰細トンを中Ctとした醜農鰍憩†ヒ御所剛織甥釘控軌櫛偽

る｡

:抱こも酢た通り､詞軸まダイエトナ櫛沖巧最も貧しし噺あり､榔ま貧

断繍粥卿課配洛る｡野弼坪野-J潮汐働戦く､農業
開発牌咳となるものごあり､このことを鰯コ執潤確絶類定し御伽放らをい｡

(3)諏醇甥欝

1)調叡)目的

①諏棚コ窃ナる Iを策定し､名県1事賢す慨閉経選

定㌻る｡慶働こ対LTrF/Sを謝る｡

②調棚コ執IT､ゲィエト鳩カウンターリサ-ト鮒こ対し､価額目

も漸る諏棚弔頃･考え荊こついで脚滞転を行う｡
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2)調跡容

調査よ1)フェーズⅠ敵2)仇敵3)フェ｢ズIl諏欄謝ナこ

実施する訂画とし､名相抑通りである｡

① フェ｢ズⅠ調査

一搬実施して､諏榔艶社会･縫榊とともに資

料を収集する｡

一項働出し,グ瀬訣策としての矧掩を尭わ､現新米措扱び資料

グ癖析､尉遭づき農鞠綻する｡農柵

主要知吸即ち､開発コンボ｣ネント右丑軒漣りである｡

(a)中,]馴瀕訊こよ瀞画

(b)農相和義基盤鄭宥I画

(c)洪棚酎画

(d)湛輔解剖画

(e)海側私信一画

(f)観噸緯防止創面

(g)レモートセンシン列こよる山欄扱び闇蒋一画

0)作帥欄ヒを目的とした出噺帽画

(i)農f江業､萄勺潮昏f画

(j)農相動封蒼I画(普拓所軌舶酎頑等)

(1)その他

- ii牌ンポ｣ネンN讃ぼれる事篤洞勤-ら名県1ヶ所ナ機転する｡

選定した雫柵欄ロンポ｣ネントの≡鞄鰯鮒1る場封よ雌性

が蜘柵ンポ｣ネントも優蘭画:治めこととする｡優牌よ事軒)

無私事業紗瀕勃性､臓滞納疲蝕､､名斯農民と政

府櫛葛岡執頚己庶レこ沸巨ずる｡

②仇敵雌肝癌等

優解こ対してF/S糊する相加こ柵とともに､地艶土

卿を行う｡
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③ フェ｢ズII詞査

慶聞こ対してF/Sを実施する｡

4.給紙見

詞軸まゲィエトナム酔壕力巧最も貧しし磯城であり､多くの農民力馳瑚所有

(約1触/戸)博一戯;鞠監欄逝伊る覚郵ご苦しk7:tt lる｡しかし､諏野脚ま､

将来､工艶岬ービスセクター胡l駒こ成長したとしても､人口の鰍鰍ロ

ほ殆ど変化せず､現酔)1町玩人から幻10弔召il茸万如こなると欄射されている｡

このよう剖肋､ら､調軸ヨ溺ナる農艶クタ-の開発よ降職那部､中筋酔)

階堤正､脚淵師部と鵬こ軒あり､また､社鼎中亡課

静鵠る酬､らも必要ごある｡

取.脚胡叫欄こよる脱ポンプによる滴肝>

#排撃葉､河櫛讃断と可矧旺馳止事業勤耳を引詐と実施されているに過ぎ

ない｡例年､剖鮎捌こよって引き起こされる交轟軌人棚蝶辞斡､

ステ凋ま十二別詔宗旨れているが.殆甥好搾れてし軸1｡

現鼠鷹巣財ミ開脚徹る脚瀞クタ-の

醐凍定､即ち､農轍凍定と㈱召lき執ITr､予封昌置を

講じて事鞍妹働扱高く､無断執職､bJl隆夕漢施したし鮒る｡しかし､疎酔)

鰍糾柳瀬のところ不可酢洛り､ 0欄､らの融

資均すて捌ことを塾ぐ訊､る｡従って､我ら㈱により職安実施

=耐えうる報≒書を作成し,そ欄詔執㈱ることは

葡岳であり､また､ゲィエトナ個ことらて王政重岡嚇新都と脚聴

差是退潮を要する謂萱であることか癖度もi執1と判折される｡
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第3章優長種子生産計画

1.経緯及び背景

平成4年7月に行われた優良種子生産計画伊roject for Establishment of Seed Processing Center)

に対するプロジェクトファインディング調査のフォローアップ調査を行った.このプロジェクトファ

インディング調査においては､農業食品工業省傘下の国家種子第一公社をカウウンターパーツとして､

我が国から無償資金協力をえて､北部にあるタイビン省に普及種子処理センターを設置する案件が対

象とされた｡農業食品工業省は､水資源省及び林業省を取り込んで農業農村開発省となった｡今回の

フォローアップ調査は､新しい品種の育成及び導入及びこれらの品種の導入試験を実施している食用

作物研究所( Food Crops lnstitute )及び農業技術研究所(AgriculturalScience lnstitute )を対象

として行った｡この場合､原種種子と普及種子にわけて品質の改善と供給量の増大を行う観点で調査

を行った｡

2.種子の増殖･処理及び配布の現況

(1)組織

北部における水稲種子について､上記の食用作物研究所及び農業技術研究所から原種種子が各省

の農業農村開発省が入手して､それぞれの省で普及種子を生産してこれを農家に配布している｡農業

農村開発省及び各省の農業農村開発省のそれぞれのレベルで､国立第一種子会社及び省種子会社があ

り､原種種子及び普及種子の増殖･処理及び販売を行っている｡南部においては食用作物研究所より､

分離独立したメコンデルタ地域稲作研究所(Rice lnstitute in MekongDeltaAnea)が主としてから

原種種子を供給して､各省の農業農村開発局により省種子公社を介して普及種子のの生産､品質検査

及び配布が行われている｡なお南部担当の国立第二種子会社がある｡

｢ヴ｣における民活の強化により､種子公社は､独立採算性を採用しており､原種､普及種子の

生産･配布について､国立試験機閑の種子生産部局､国立種子会社及び各省の農業農村開発局の間で

競合関係にある｡なおとうもろこし､水稲及びばれいしょの一代雑種種子が最近普及している｡この

種子も国立種子会社は生産販売している｡

(2)種子の生産､配布状況

北部における種子生産配布は以下の通りである｡ ｢ヴ｣国育成の水稲の原種種子は､食用作物研

究所及び農業技術研究所により生産供給される｡その量はそれぞれ年間500トンと20トン程度であ

る｡これらの原種種子は国立第一種子公社により増殖されて各省に販売される場合と直接各省に配布

される場合がある｡国立第一種子公社は､北部に5カ所の原種子の生産農場と4カ所の普及種子農場

をもっており､その普及種子種子農場の面積は約200haであるo

国立種子公社は年間5,000トンから6,000トンの水稲及びとうもろこしの種子を供給しており､
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95パーセントが水稲の種子である｡この種子には原種及び普及種子が含まれているが､この種子は各

省の省種子公社や採種組合に販売されて､増殖用種子となっている.北部の一代雑種水稲種子は年間

500トン輸入販売されていると推定され､その大部分は国立第一種子公社が扱っている｡

(3)種子生産･処理及び品質管理の問題点

原種及び普及種子の処理施設がないため種子の品質が悪い｡特に各省で採種組合により普及種子

が生産されているが､この種子は品質が保証されているとはいえない｡国立第一種子公社にはかって

FAOの援助により種子処理施設が導入されたが､この施設は古くなり長い間使用してされていない｡

この施設は8･10トンnlrの処理能力があったが､規模が大きすぎてこれより小さい規模で新しい施設

を導入する必要がある｡

採種栽培技術及び種子検査の体系的な改善が原種及び普及種子について必要であると考えられる｡

また､上述の食用作物研究所の意見によれば､各省においても米の主要生産地においては種子処理施

設及び種子検査施設が必要である｡

3.種子処理センター

原種種子及び普及種子の種子処理センターを北部と南部に各々1箇所設ける計画とする｡なお､年

間処理量､施設規模､導入すべき資機材等については､今後､詳細な検討が必要である｡
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第4葦 収穫後処理技術開発･訓練センター拡充計画

1.経緯及び背景

平成5年5月に実施した｢収穫後処理技術開発･訓練センター拡充計画(The Project forthe

lmprovement of the Post-hazvest Technology Development and Training Center ) ｣に対するプロ

ジェクトファインディングのフォローアップ調査を今回行った｡このプロジェクトファインディング

は､硯農業農村開発省に属している収穫後処理技術研究所をカウンターバーツ機関として我が国の無

償資金協力を得て､収穫後処理技術開発･訓練センターを拡充する案件が対象とされた｡今回のフォ

ローアップは上記収穫後処理技術研究所がホーチミン市に支所を設置したことに伴い､従来あったハ

ノイ市の収穫後処理技術研究所が中央研究所となり､野菜や果実の包装及び加工を含めた収穫後処理

技術の実用技術の開発に重点をおくようになった点を考慮して調査を行った｡

2.収穫後処理の現状

｢ヴ｣国では収穫物の取り扱い及び貯蔵は伝統的な手仕事で行われており､収穫ロスが大きい｡

水稲を例に取れば収穫ロスは､ 13から16パーセントあり､根菜類は20から30パーセントある｡野

菜や果実の収穫ロスはさらに大きく30から40パーセントある｡この収穫ロスとは別に遅れた農産物

の加工及び貯蔵技術のため農業発展が著しく妨げられている｡またそのため農産物の価格の変動が大

きく､豊作の場合価格の低下が大きい｡

このような状況にあることから収穫ロスの削減及び農産物の加工及び貯蔵技術の開発を行うため

に､ハノイ市にある収穫後処理技術中央研究所付属のパイロットセンターを収穫後処理技術開発･訓

練センター拡充して､野菜や果実の包装及び加工を含めた収穫後処理技術の実用技術の開発を行う計

画を同研究所がもっている｡

3.収穫後処理技術開発･訓練センター拡充計画

収穫後処理技術中央研究所付属のパイロットセンターは､ハノイ市郊外に中央研究所から5kmの

距離にある｡このパイロットセンターの敷地内に収穫後処理技術開発･訓練センターを設立すること

が計画されている｡このセンターは以下の組織からなることが計画されている｡

(1)サービス部門

･総務課

一財務課

一計画･訓練･広報課

(2)研究及び技術部

･貯蔵･保存課
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･食品加工課

一貯蔵技術

･収穫後処理副産物利用課

平成5年5月に実施した｢収穫後処理技術開発･訓練センター拡充計画(The Project forthe

lmprovement of the Post･haⅣest Teclmology Development and Traiming Center ) ｣について上記

のように内容を変更して､ PHTIは収穫後処理技術開発･訓練センターの建物及び機材について我が

国の無償資金協力を要請しようとしている｡
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第5章メコンデルタ米流通加工改善プロジェクト

1.経緯

平成5年に､農業･食品工業所に属する農菊鄭釘ヒ･電化･食品力氾二局による｢紅河テナレタ地

域村民穫後処理･流通改善計画｣に対する､プロジェクトファインディングの調査がなされた｡

しかしこのプロジェクトについてその後なんの進展がなかった｡一方､本年7月に農業農村開発

省に属するVietnam SouthernFood Corporation(Vnafood II)が､ ｢メコンデルタ米流動打工改

善プロジェクト｣のプロポ-ザ/レを策定して､BOT方式でこの事業を行うことについて打診する

ために日本の商社に提出した｡今回のADCA調査においてVnafood IIを訪ねたところ､可能で

あれば上記のプロジェクトについて有償の案件としたい意向があることを確認した｡以下に上記

のプロポーザルの内容とvna丑)odIIにおける聞き取り調査の結果を示す｡

2.メコンデルタ地域の米生産状況

｢ヴ｣国ほ1986年まで米の生産の伸びが低水準で輸入も行われていた｡ 1988年に市場改革

が行われて以来､農家は20年間を限度に土地の賃借が認められ､働で高まった｡その結

果下表に示すように1985年と1995年までの10年間で米(料)生産量ほ､ 57%増加した｡メコ

ンデルタ以外における米の増産は,作付両横の増加によるところがほとんどなく､単収の増加に

よっている｡メコンデルタでほ作付面梗の伸びと単位の増加の両要因によって同期間中87%がな

された｡その結果メコンデルタ地域の米生産量のシェアは44%が51%に伸びた｡

メコンデJレタ及びその他の地域の米生産

1 985 1990 1 995

(M ha) (tonAa)(班 ton) (M ha) (tonAa)(M ton) (M ha) (tonnla)(叩ton)

メコンデ)i,タ 2.25 3.0 6.86 2.58 3.7 9.48 3.19 4.0 12.83

その他の地域 3.45 2.6 9.01 3.45 2.8 9.75 3.58 3.4 12.13

ゲィエトナム 5.70 2.8 15.87ワ

出典: statisticalData of Agriculture, Forestry, and Fishery, 1985-1995

StatiBticalPublishing House, 1996

Vnafood IIによるとメコンデルタ地域における西暦2010の米生産は､さらに作付面積と単収

がそせぞれ3.69百万haと4.4トン瓜aに伸びると予想している｡その結果柳生産量は16.24百万

トンとなる｡
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3.米涜通.･加工及び輸出の状況

Vnafood IIはメコンデルタの1997年の米(籾)生産量を15.3百万トンと推定している｡こ

のうち7.1百万トンが域内で消費され､残り約8百万トンの余剰がある｡ 8百万トンのうち2百

万トンは国内｢印湖宅雇及び流通量であり､残り6百万トンを輸出向けとしている｡この8百万ト

ンの作親引際蔵用量は以下に示すように推定されている｡

作 期 輸出向け貯蔵量 国内向け貯産量

(M ton)

モンスーン作 o.5

冬一春作

夏一秋作
手I

(M ton)

0.5

1.0

0.5

2.0

このVnafood IIの取扱量に対応した現有の乾燥､倉軽､精米､つや出し､カラーソートの施

設が補修や処理能力の増大を必要としている｡

4.米i先遣加工改善計画

現有の使用可能な乾燥､倉庫､精米､つや出し､カラーソートの施設と｢メコンデルタ米流通

力氾二改善プロジェクト｣で新設を行う施設の規模(年間米処理量)をvnafoodIIは策定している｡

現況施設

施 設 使肘可能 使弔可能 廃止 計

(補修不要ト

('000ton)

427

427

つや出し 1,890

乾燥 602

カラーソート 149

('000ton) ('000ton) ('000ton) ('000ton)

2 1 5 42 684 660

198 78 703

988 94 2,972

602

149

1,412 (252 tonAr)

374 (90 tonAr)

1,984 (420tonrhr )

1.040 (250tonnv)

上記の新設施設の総事業費は､133億円と見構もられている｡これ以外に現在輸出米の積み出

しを行っているホーチミン港が手狭のためカント一に輸出米の積み出し施設を建設する計画を

Vnafood IIは持っており､別の日本の商社とBOT方式で事業を実施することについて打診中で

ある｡
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第6章 添付資料

1.調査者の略歴

長谷川靖徳(八セがワヤスノリ)昭和17年4月9日生

本籍:愛知県

現住所:愛知県刈谷市半城土町荒井畑64

学歴:昭和41年3月 三重大学 農学部農学科卒業

職歴:昭和41年4月-昭和45年3月 三重大学農学部助手

昭和45年4月-現在 株式会社 三祐コンサルタンツ

森山 浩(モリヤマヒロシ) 昭和18年2月4日生

本籍:愛知県

現住所:愛知県名古屋市守山区西城2丁目1香1-111

学歴:昭和40年3月 鳥取大学 農学部農業土木学科卒業

職歴:昭和40年4月-現在 株式会社 三祐コンサルタンツ
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2.調査日程

日数 年月日

(曜日)

行程 宿泊地 調査概要

1 平成9年9月

7日(日)

名古屋-ハノイ ハノイ 移動日

2 8日(月) ハノイ 農業農村開発省(MRDP)表敬､行程打ち合

わせ

3 9日(火) ハノイ 収穫後処理研究所訪問状況調査

食用作物研究所訪問状況調査

4 lo員(水) ハノイ 農業技術研究所訪問状況調査

祖国戦線表敬

5 11日(木) ハノイ-ダナン ダナン 移動日

6 12日(金) ダナン-ドンハ ドンハ クワンチイ省農業農村田発部表敬､現地調査

7 13日(土) ドンハーフエ フエ チェアンティエンフエ省農業農村開発部表敬

8 14日(日) フエ 資料整理

9 15日(月) フェーダナン ダナン チェアンティエンフエ省現地調査､移動日

10 16日(火) ダナン クアンナム省農業農村開発部表敬､現地調査

ll 17日(水) ダナン-ホーチミン ホ-チミ

ン

移動日

12 18日(木) ホ-チミ

ン

国家第2食糧公社訪問､状況聴取

13 19日(金) ホ-チミ ホーチミン市農業農村開発部普及所センター

ン 訪問､VEGETEXCO訪問状況詞査

14 20日(金) ホ-チミ AGREXSAⅠGON訪問状況調査､ホ-チミン

ン 市農業農村開発部表敬状況調査

15 21日(木) ホーチミン一名古屋 帰国
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3.収集資料

収集資料は以下に示すとおりである｡

(1)``Statistical Data ofAgriculture, Forestry and Fishery, 1985" General Statistic

Office, Dept･ of Agriculture, Forestry and Fishery

(2)Introduction on Food Crops Research lnstitute伊a皿phlet)

(3)Introduction on AgriculttlralScience lnstitute肝amphlet)

(4)Introduction on Post-Harvest Technology institute (PaⅡ1Phlet)

(5)Introduction on Vietnam SouthernFood Corporation

(6)Agriculture of Ⅱorchiminh City, Potentialities and hvestment Opportunities,

Agriculture and Rural Development Division

(7)Viet Nan PovertyAssessment and Strategy, WB, January, 1995

4打合の概要

(1)農菓尉寸開発者(Mimitry of Agriculture and RuralDevelopment､ MARI) )

日時:9月8日 pM14.00.

場所: MARD

出席:団員 長谷川､森山

相手側l

- Mr･ Pbam Hong Giang

- Mr. Doan The tJong

- Mrs. Dao MinhLec

- Nguyen Trong Sink

- NguyenKim Vu

- Mr. Bui Huy Hibn

- Mrs. HaiDuong

- Mr･ Nguyen quang Thang

- Mr. Takamichi Iwai

- Mr. Pbllng Van Luyen

Viee Mi血ster

Dy. Di∫eetor

Exp e rt

Dy. Director

D irector

Dy. Director

Expe rt

Advisor

Expert

MARD

°ept. of lnternational Cooperation,

MARD

-do-

Planming lnBtitute, MARD

Post-Harvest lnst., MARD

AgriculturalScience lnst., MmD

Construction Dept., MARD

Fatherland Front

JICA

GeneralManager VWDC

打合内容:

プロジェクトファインディング調査の対象案件､それぞれの目的及び方針を相手側関係

慣熟こ説明して調査に対する協力を要請した｡さらに調査日程を決定した｡
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(2)収穫後処理技術研究所(post-Harvest Teclmology lnstitute, PHTI )

日時:9月9日 AM9.00.

場所: PHTI

出席:団員 長谷川､森山

相手珊

- Dr. NguyenKin Vu

- I)r. La Van Chu
_

- MissLeThi Bich Lien

- Dr. Ton Gia Hoa

D ireetor PⅡTI

Vice Director PHTI

Vice Director InternationalCorporation Dept.

of °ept. PHTI

Director of Dept. PHTI

打合内容:

平成2年にADCAプロジェクトファインデイングがなされ､平成5年にフォローアップ

がなされた｢収柵陳センター拡充計画｣に対する再フォローアップとこれ

以ダゆ案件について調査を行った｡その結果､収穫後棚陳センター拡充計画に

ついては農業食品工業省が農業農村開発者に再編成されて以来､pHTIの組織力,+所長を含め

て新しいものとなった｡また南部にpHTIのSub ln8tituteが設置された｡これに伴いPHTI

が､これまでADCAに出された1柳陳センター拡充計画の内容を修正し

て｢ヴ｣サイド及びADCAに修正プロポ-fl)レ案を提出するものとした｡

(3)食桐作物研究所伊oodCrops Research lnstitute, FCRI)

日時:9月9日 pM15.00.

場所: PHTI

出席:団員 長谷川

相手側

- ⅤⅥTuyen Eoang

- Nguyen Tan hinh

- Din九 Van Cu

- Nguyen Quoc Tuan

- Ngo Doan Dam

D i∫ector FCRI

Dy. Director FCRI

Dy. Director FCRI

Dy. I)irector FCRI

Head Planning Dept. FCRI

打合内容:

当研究所は主として1榔に対する水稲､豆類､いも頬､野菜､果樹の新品種育成を行い,

普及すべき品種の選定に関する試験及び全国的な試執結果のとりまとめを行うとともに原

種の増殖を行っていることを確認した.そこで水稲をほじめとして主要作物の普及種子の晶
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質の向上及び生産量の増大について､平成4年に国対蔓子第一公社を対象に行った打合内容‥

のアロファイのフォローアップとして調査を行った｡その結果水稲を含む主要作物の普及種

子の品質の向上及び生産量の増大を図る優良種子生産改善を主要な省を対象に行うことが

必要であることを確認した｡この優良種子生産改善事業のモf]レについて､無償資金協力を

得て事業を実施したい意向のあることも確認して､その計画に対するプロポ-ザJレ策定につ

いて同研究所の協力を得ることについて相手側lの同意を得た｡

(4)クワンティー省長鞄尉寸開発局pept･of Agriculture and RuralDevelopment, DARD)

日時:9月12日 pM14:00.

場所: PHTI

出席:団員 長谷川､森山

相手側

- Mr. Van Hoa Vice Chairman

- Mr. N釘Iyen Van Bai Vice Director

- Mr. Nguyen Thanl1 Vinh Head

- Mr. Nguen Van Can Vice Director

Peoples'Committee, Quang Tri

Div. of Water Resources, DARD

Techmical Section, Div. of W血ter

Resources, DARD

Provincial Hydraulic

Cons山tancy Company

打合内容:

日本のOI)Aの協力を待て行いたい中,J噸模ダム開発による藩飯事業事業と協力の

内容及び協力の必要性について討議した｡代却守な優先事業候補地区の現地踏査を含めて現

地調査の実施について打ち合わせを行った｡なお戦争の被災におけるダム開発による細事

業を進めるうえでの障昏や同露点も討議した｡優先事業候補地区2カ所について現地調査を

行った｡

(5)チェアンティエンフエ省農業農村開発局pept.of Agriculture and Ru,al

Development, DARD)

日時:9月13日 pM14:00.

場所: PHTI

出序:団員 長谷川､森山

相手qgl

- Mr･ NguyenTriViet Dy. Director

- Mr･LeChi Cong Head

- Mr. Hoe Kanh Head
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- Mr. Tram Due Duy Director

打合内容:

クワンティー省と同じ内容の調査を行った｡

Resources, DARD

Provincial lrrigation Company

(6)クワンナム省農業尉寸開発局のept･ofAgriculture and RuralDevelopment, DARD)

日時:9月15日 pM14:00.

場所: PHTI

出席:団員 長谷川､森山

相手鳳

-LeTriTap Chairman

- Nguyen MaiChau Dy･ I)irector

- Nguyen Van Tien Dy. Director

- Nuguyen Tuong Monk Project Manager

- NguyenHoaiPhriong Head

- Nguyen Van Fhaul Head

打合内容:

クワンティー省と同じ内容の調査を行った｡

(7)Vietnam SouthernFood CorporationⅣnafood II)

日時:9月19日 AM8:00.

場所: vnafood II

出席:団員 長谷川､森山

相手側:

ーHo
Tang Thien Manager

-Mr･-EuynhKmHai Dy･ Mnager

- Mr･ Ho HaiChinh Expert

- Mr･ Tran Quoc Kjanh Expert

People7s Committee, Quang Nan

DARD

Diy. of Water Resources, DARD

AgriculturalRuralDevelopnent

TechnicalSection, Div. of Water

Resources, DARD

Planming Section, Div. of Water

Resources, DARI)

TechmicalDept. Vnafood II

Investment Dept. Vnafood II

TeclmicalI)ept. Vnafood II

Tecb血calDept. Vnafood II

打合内容:

Vnafood IIが策定したメコンデ)i,タ地域を対象とするメコンデブレタ米流通丑忙二改善プ

ロジェクトが策定された経緯及び事業実施の方法及び資金手当について打ち合わせた｡その

鮭果この事業を実施するには133億円必要であり､さらにカントーの米帯出港の建設資金が
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これとは別に必要であることがわかった｡この事業資金手当について両者とも日本の別々の

商社にBOTの援助を申し込んでいることも確認した｡しかし日本のODAで有償の援助が

得られればこれを要請したい意向を持っていることを確認した｡

(8)VEGETEXCO

日時:9月19日PM14:00

場所: vnafood II

出席:団員 長谷川､森山

相手胤

- Mr･ Trnb Bang Eien

- Mr. Dao Minh Nu

打合内容:

Manager vE GETEXC 0

As8t. Manager VEGETEXCO

VEGETECOの組織及び滴動の現状を調査した｡

(9) AGREX Saigon, Plman Export Vegetables Processing Factory

日時:9月20日 AM9:00.

場所: AGREE

出席:団員 長谷川､森山

相手胤

- Mr. Phan flai

- Mr. Nguyen Van Buoc

- Ms. P血an Tbi Cam Eo且

打合内容:

Director- AGREX Saigon

Ⅵee Director AGREE Saigon

Tecb血cal Manager AGREX Saigon

VEGETECOの組織及び滴砂の現状を調査した｡この工場T･lょしょうが､なす､きゅう

り､古ますの茎､シナチク､メンマの力旺を行い,ほとんどの量を日本向けに出荷している｡

(10)Hochiminh City Agriculture and RuralDevelopment Service8仏RDS)
日時:9月20日 pM13:00.

場所: AGREE

出席:団員 長谷川､森山

相手1鄭

- Mr･ Pham Tlmyet Vice Director Al)DS, =ochiminh City

- Mr･ Pham Mine Cooperation and Plaming and lnvestment Div.

Investnent O]阻cer

打合内容:

種子増殖配布の状況及び問題点を中心に調査を行った｡
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5.現地写真集
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「㌫六二一，ナi室内の已藍蕊緑木だ・1絹ほぐ皿間幣絹椿えⅧ射
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･蒜訂…蚕豆蕪童垂琴亘土壷壷垂ヨ

フエ省由壬8維ダムKitm (dinner肋[)i #1. ( KGOのば肋に上iHf詔書

阪南由で*>#サ)�"

フェ省中規模ダムNamGiang地区ダム（NGOの援助により建設）
同上NamGiang地区水路（飛砂堆積地での水路）



フエ省仰灘碓穣：由でクーきうまい皐阻」

信蒜壷露議長Cua Lac地区の肝弓

i･周上Cua Lac地区の水田受益唯(帝砂堆稗史`･
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I Food Crops Research Institute‚Ì‘SŒi•iŽè‘O‚ÍˆçŽí—p–ÔŽº•jl

同上Tnstitute育成のばれいしょ及びさつまいも

 Agricultural Science Institute‚É‰—‚¯‚é‘g•D”|—{
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P

ost- Harvest Technology Institute‚Ì‰ÊŽÀƒ|ƒXƒg”ªˆê‚×ƒXƒg‚ÌŽŽŒ±

“¯•ãinstitute‚Ì‰ÊŽÀ‚Ì‰Á•HŽŽŒ±
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